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奥飛騨温泉郷・

丹生川

• 豊かな温泉資源を有する岐阜

県内有数の保養地

• 中部山岳国立公園であり、多

くの自然観光資源を有してい

るエリアで、観光産業が盛ん

乗鞍岳、五色ヶ原、

平湯、新穂高、福地、

栃尾など



岐阜県と高山・奥飛騨

• 旧上宝村（里地：上宝支所～山岳観光地：奥飛騨温泉郷）

高山市の中で、最も低地～高地に位置

• 主産業は農業と観光

• 高山市は市町村のなかでは、日本一の森林率！（92.1％）

• 奥飛騨温泉郷は保養地として豊富な湯量をもつ温泉地

昔の湯治場から、幅広い選択肢のある保養地への転換が課題

• 中部山岳国立公園の核心部であり、自然の美しさと厳しさが共存

• 人口減少、教育、福祉の課題は他地域と同様



高山市の人口（全市・地域）

出典）高山市第９次総合計画

◎丹生川地域 農業、スキー場、山岳観光
◎清見地域 高山市街地から15分で支所（国道158号）
◎一之宮地域 高山市街地から15分で支所（国道41号）
◎久々野地域 農業、高山市街地から20分で支所（国道41号）
◎国府地域 高山市街地から20分で支所、飛騨市へ接続（国道41号）
●奥飛騨温泉郷・上宝地区【旧上宝村】

高山市から上宝支所（標高627m）、平湯（標高1250ｍ）ともに50分

観光産業に着目



奥飛騨温泉郷の宿泊数から見た観光概況

• 奥飛騨温泉郷における宿泊者数

は、平成4（1992）年の約114

万人をピークに減少傾向

• 安房トンネルが開通した翌年の

平成10（1998）年には約95万

人と一時的に増加

• その後も減少傾向が続き、平成

31年・令和元（2019）年には約

60万人まで減少

出典）令和４年 奥飛騨温泉郷活性化基本構想



特に、若者に知られていない

• 「 奥飛騨温泉郷を知らないし行っ

たこともない」人の割合は全体で

約20％ 

• 20代は約32％と高く、若年層ほど

その割合が高い。 

• 60代以上は約10％と、若年層と比

べて低い。

「平成2 9 ( 2 0 1 7 )年度G A P調査」株式会社リク

ルートじゃらんリサーチセンター（1 0 4 0名を

対象としたインターネット調査）

訪問者の期待度、満足度はともに

• 「観光施設・資源」,「露天風呂」,「食べ

物・料理」,「接客」,「奥飛騨温泉郷全

体」の各項目に対し期待をしている人は

調査対象者の５割。満足は5割以上。 

• 「移動公共交通手段」,「宿泊施設」,「昼

食場所」,「土産品」の各項目に対して期

待をしている人は調査対象者の２割未満、

満足も2割未満と低い状況

「平成3 0（2 0 1 8）年度  奥飛騨温泉郷の活性

化に関する奥飛騨温泉郷来訪者アンケート調査

（奥飛騨温泉郷に訪れた1 , 6 8 7名を対象）



全国における大学と地域の取り組み

大学と地域の取り組みが全国各地で始まっている【総務省】

①地方での暮らしや地域活性化の取組に関わる機会を拡大させ ,若者が地域との関わりをつくっていくこと

②若者にとって魅力的で働きやすく，暮らしやすい地域づくりへの機運の醸成

大学等高等教育機関（大学、高等専門学校）と地域が連携したフィールド

ワークを伴う地域課題解決プロジェクトの有無について質問

→ 1187自治体のうち、431自治体が「実施」

「予算を計上する」自治体は252

総務省「大学等と地域が連携して取り組む地域課題解決プロジェクト」 2 0 2 4

課題 当地への大学生の訪問は一時的。いかに継続的な関わりを創出するか



社会実装）学生と地域をつなぐ試み

アウターブランディングの視点から

学生の制作

動画を配信

合同

大学合宿

学生の

現地訪問

学びの相乗効果

現地での実体験
五感による情報
獲得

一時滞在

常時配信

学生同士の
関係づくり



若者目線によるショート動画  ⇔ 多くの若者

• 岐阜県中部山岳国立公園

活性化推進の一環で

• 若者が良く使うTikTok

での配信を前提に作成

• 動画サイズ、時間を検討

• 「説明型」「解説型」

「感情型」「感性型」な

ど切り口は様々に

ターゲット

20代学生、

新社会人

若者が良く使う

SNSでの拡散

（ショート動画）

奥飛騨を知る

行きたくなる

時間と距離の壁を越えた「交流」を促進



9/1～3 2泊3日の３大学合同合宿
文教大学４名、愛知大学３名、松本大学３名の総勢10名

教員２名の同行 ＋ 大学連携センター 2名

1日目

13:00 オリエンテーション
自己紹介
映像づくりの方針をディ

スカッション

15:00 現地調査１
＠平湯温泉街 を歩く

17:00 チェックイン
夕食 ＠ひらゆの森

19:00 現地調査２（夜間調査）
ナイトハイク

＠平湯大滝駐車場

1日目）ガイダンス、平湯を歩く

実践報告



2日目）フィールド調査と

ワークショップ

2日目

8:00 現地調査３
＠平湯大滝
＠乗鞍岳 乗鞍スカイライン

大黒岳の登山

12:00 昼食・移動

13:50 現地調査４
＠新穂高ロープウェイ

17:00 ワークショップ１ ＠ひらゆの森
感想のまとめ、動画の計画

18:00 夕食

19:00 ワークショップ２
各自フィールド調査＆作業

実践報告



3日目）  動画の完成、地域発表会

3日目

朝食、チェックアウト

9:00 ワークショップ３
動画制作（この時点でまずは１つ）

11:00 地域発表会
動画の発表と意図の説明

12:10 昼食

13:00 ふりかえり

14:00 現地解散

地域発表会には観光協会、行政、地元企業から11名が出席
後日、9月末までにレポートと動画3本を提出
10月末までに動画にキャプションをつけて、随時アップ

実践報告



学生の感想から
＜地域訪問で感じたこと＞

• 印象的な訪問地は平湯温泉街、乗鞍

岳、新穂高ロープウェイ

• 乗鞍岳と新穂高の印象の違い

• 奥飛騨は広い、地理の理解

• 3日間が濃かった

• 自然を五感で感じた

• 心躍る時間

• インタープリターから楽しく知った

• 実際のところ、現状を知った

• 自分で気づけなかった視点があった

＜学生交流の効果＞

• おしゃべりの中でヒント

• 雑談が楽しい、ご飯で席替え

• 他大学で一緒に過ごせた

• 気づいたら仲良くなっている

• 交流の楽しさ

• 次の人につなげる

• 同世代で意見交換

• 生まれと育ちによる感覚の違い

• 気を使わせないように努力（上級生）

• 大人がとても動いていることを理解

実践報告



新聞掲載

• 「温泉街の町並みの良さを昼と夜

の2部構成で伝えた」

• 「青空と緑が魅力的で、夏を感じ

られる動画に仕上げた」

• 「川が流れる音、滝が落ちる音、

温泉が湧き出る音はどれも自然の

癒しを感じられ、落ち着ける場所

だということを動画で伝えたかっ

た。初めての滞在は貴重な経験で

楽しかった」

との県外からの学生の声を拾う。

実践報告



10/18 名古屋外国語大学 佐藤ゼミ訪問
学生12名 教員1名 （ガイダンスのみ大学連携センター2名）

福地温泉に2泊3日で12名が滞在。主目的は、温泉地でのインターン

シップの事後調査として来訪。

• 奥飛騨ビジターセンターにて、センターより初日に50分のレクチャー

「奥飛騨地域の概要と課題」「中部山岳国立公園南部地域の活動」

動画制作の与件を提示

• 3大学と同様に、訪問学生に映像資料を制作・提出いただく

実践報告



合同合宿、動画制作の成果

• 発表会と地域交流

3大学の発表会は多くの出席者（平日午後に11名）があり、若者の

視点を求め、関心の高さが感じられた。質疑応答が盛んであった。

• 学生の反応

合宿では初対面でも大学を超えて同室になったメンバー同士の交流

が進み、食事や入浴時に様々な会話が交わされて、日に日に仲良く

なった。「コロナ後だからできた」,「平湯ロス」との声もあった。

学生は合宿や大学間交流の機会を求めており、「期間がもっと長く

てもいい」との声もあった。発表は緊張していたが良い経験だった。

現地を実際に見ることや、ガイディングにより深く理解していた。

実践報告



成果

• 映像の可能性

「若者の間で流行している“自然界隈”の雰囲気」を、

「TikTokで観光地を探す」若者に対して、

①使いやすいSNS媒体で、②使いやすい時間帯に配信、③適度なボ

リュームで伝えるなど、見る側の目線での発信に配慮がなされていた。

動画は残るため、その後も活用ができることが利点。

・奥飛騨ビジターセンターが学習交流拠点に

同施設を拠点とすることで、知の蓄積や、ビジターとの接点も期待。

実践報告



本事業の検証

課題 大学生の地域訪問は一時的。いかに継続的な関わりを創出するか

動画ツールを活用することで、

時間・距離・経済の壁を低くする可能性

学生個人

• 長期休暇＆休日

• 休学期間

個人の学び

ゼミナール単位

• 夏休み、春休み

• 主に3～4年次

集団・専門の

学び

動画によるデータ共有
（クラウド・コミュニティ）

マップ上にプロット

常時関わることのできる
オンライン上の環境

今後の可能性

地域としてのメリット
・若者目線の動画提供
・学生からの刺激、情報を得る



＜学生が訪問したい・できる地域づくり＞

• 学ぶ場の提供  ＝  奥飛騨ビジターセンター

• 合同合宿などの、今、ここでしかない学び

• 大学教員と地域の連携

（ 飛騨高山大学連携センターが接続）

• 成果・情報発信の場の提供

• オンライン上の情報コミュニケーション

• 大学を超えた学生コミュニティの支援

人口減少時代の地域と

学生の関わり
学生にとっての
重要な要素

地域の魅力・人の魅力

暮らし（働き方）
のイメージ

謝辞）関係各位に深く御礼申し上げます
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